
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
し
て
み
せ
て 

言
っ
て
聞
か
せ
て 

ム
カ
つ
か
れ
）
（
わ
が
妻
に 

適
用
し
た
い 

更
生
法
）
（
リ
ス
・
ト
ラ
で 

キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
が 

社
に
残
り
）
（
黒
髪
が 

個
性
に
見
え
る 

街
の
中
） 
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会
議
は
定
刻
十
三
時
三

〇
分
に
開
会
さ
れ
、
連
合

本
部
の
高
木
会
長
か
ら
主

催
者
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。 

 

早
速
、
第
一
部
の
講
演

開
始
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
国
際
労
働
運
動
の
挑

戦
」
と
題
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
書
記
長

が
、
そ
し
て
「
Ｇ
８
労
働

大
臣
会
合
と
労
働
組
合
の

主
張
」
に
つ
い
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
ー
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ
ジ
ョ
ン
・

エ
バ
ン
ス
事
務
局
長
が
講

演
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波

に
よ

り
、

賃
金

水
準

が
極

め
て

低
い

国
で

は
労

働
力

が
一

方
的

に
買

い
た

た
か

れ
、

先
進

国
で

も
理

不
尽 

農
林
の
仲
間
が
用
意
し
た

「
お
好
み
の
味
」
も
冴
え

好
評
の
う
ち
に
全
日
程
が

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

格
差
社
会
の
問
題
点
と

非
正
規
雇
用
に
お
け
る
問

題
点
を
訴
え
、
組
織
拡
大

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
街

頭
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
が
五

月
十
六
日(

金)

十
日
町
を

皮
切
り
に
し
て
、
南
魚
沼

北
魚
沼
、
小
千
谷
、
長
岡

栃
尾
、
見
附
を
十
九
日
迄

の
四
日
間
に
渡
り
展
開
。 

 

各
地
域
は
支
部
が
担
当

し
て
リ
レ
ー
。
平
日
は
工

場
地
帯
、
土
・
日
は
商
業

地
帯
と
住
宅
地
帯
を
中
心

し
た
街
宣
が
行
わ
れ
、
繁

華
街
で
は
幟
と
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
な
ど
で

ア
ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。

十
九
日(

月)

夕
方
に
は
県

央
地
協
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
た
。
担
当
さ
れ
た
皆

さ
ん
御
苦
労
様
で
し
た
。 

を
楽
し
ん
だ
。 

 

約
一
時
間
で
一
．
五
反

の
田
ん
ぼ
が
全
て
手
植
え

で
完
了
。
側
溝
で
手
足
を

洗

う

の

も
、
キ

ャ

ー

キ
ャ
ー
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。

日
頃
、
泥
だ
ら
け
に
な
る

機
会
も
な
い
子
供
達
は
、

親
公
認
の
泥
遊
び
？
に
満

足
の
様
子
。
手
植
え
終
了

後
、
共
同
ハ
ウ
ス
に
場
所

を
移
し
て
「
バ
ケ
ツ
田
植

え
」
が
行
わ
れ
た
。
矢
尾

板
さ
ん
の
稲
作
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
子
供
た
ち
は

一
生
懸
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

 

町
内
の
集
落
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
て
、
楽
し
い
昼

食
。
持
参
の
お
に
ぎ
り
に

実
行
委
員
会
で
用
意
し
た

豚
汁
も
家
族
連
れ
で
の
有

意
義
な
一
時
と
な
っ
た
。

バ
ケ
ツ
稲
の
管
理
ポ
イ
ン

ト
の
講
習
が
行
わ
れ
た
後

恒
例
の
「
ポ
ン
菓
子
」
づ

く
り
。
大
き
な
爆
発
音
に

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、

お
米
か
ら
出
来
た
お
菓
子

を
皆
で
食
べ
ま
し
た
。
全 

が
印
象
に
残
っ
た
。 
 

労
働
者
・
労
働
組
合
の

国
際
連
帯
の
必
要
性
、
重

要
性
も
認
識
さ
せ
ら
れ
た

有
意
義
な
、
労
組
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

町
の
矢
尾
板
さ
ん
の
田
ん

ぼ
を
お
借
り
し
て
の
取
り

組
み
と
な
っ
た
。 

 

定
刻
十
時
に
矢
島
実
行

委
員
長
の
主
催
者
挨
拶
。

協
賛
団
体
の
挨
拶
の
後
、

田
植
え
指

導
が
行
れ

た
。
田
ん

ぼ
に
初
め

て
入
っ
た

子
供
た
ち

は
最
初
こ

そ
ビ
ク
ビ

ク
し
て
い

た

も

の

の
、
短
時

間
の
う
ち

に
素
足
に

な
る
子
も

出
始
め
、

ワ
イ
ワ
イ

が
や
が
や

と
田
植
え 

 

●
Ｇ
８
労
働
大
臣
会
合
が

三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
五
月
十
三
日(

火)

終

了
。
連
合
は
労
組
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
十
日(

土)

講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。 

●
日
頃
は
「
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

（
国
際
労
働
組
合
総
連

合
）
」
や
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ー

Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
ー
労
働
組
合
諮
問

委
員
会
）
と
い
っ
た
団
体

名
に
は
な
じ
み
が
な
か
っ

た
。
お
二
人
の
講
演
は
通

訳
を
挟
ん
で
各
三
〇
分
だ

か
ら
、
一
人
当
た
り
実
質

十
五
分
づ
つ
の
持
ち
時
間

だ
っ
た
。
こ
の
時
間
内
に

実
に
内
容
濃
い
提
起
が
な

さ
れ
た
。
正
直
言
っ
て
、

「
実
質
十
五
分
で
何
ほ
ど

の
提
起
が
出
来
る
か
？
、

儀
礼
的
な
挨
拶
時
間
し
か

な
い
の
で
は
？
」
と
思
っ

て
聴
い
て
い
た
が
、
大
マ

チ
ガ
イ
だ
っ
た
。 

●
テ
ー
マ
で
あ
る
「
デ
ィ 

ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
求

め
て
」
に
的
確
に
対
応
す

る
内
容
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
時
間
で
無
駄
の
無
い
発

言
に
驚
い
た
。
同
時
に
己

の
日
頃
の
発
言
・
言
動
の

無
駄
の
多
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
討
論
の
最
後
に

述
べ
ら
れ
た
「
２
１
世
紀

は
労
働
組
合
の
役
割
が

益
々
大
き
く
な
っ
て
き

た
。
」
と
論
理
的
に
整
理

さ
れ
た
こ
と
に
は
脱
帽
。

私
は
本
当
に
未
熟
者
だ
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

え
ら
れ
た
。
同
時
に
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
姿
勢

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
事

例
を
あ
げ
て
報
告
が
な
さ

れ
た
。 

 

会
場
か
ら
の
質
疑
も
活

発
に
な
さ
れ
た
。 

 

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
書
記

長
が
「
２
１
世
紀
は
成
熟

社
会
の
中
で
労
働
組
合
の

役
割
は
終
わ
っ
た
の
で
は 

？
と
い
う
考
え
も
あ
る
が

日
本
で
の
格
差
拡
大
の
実

態
を
聞
く
と
、
益
々
労
働

組
合
が
取
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
況
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
」
と
の
発
言 

 

五
月
十
七
日(

土)

好
天

の
下
、
〇
八
年
度
の
ア
ジ

ア
ア
フ
リ
カ
救
援
米
運
動

の
泥
ん
こ
田
植
え
が
行
わ

れ
た
。 

 

本
年
度
も
長
岡
市
高
島 
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な
格
差
拡
大
が
進
行
し
て

い
る
。
総
じ
て
経
営
側
の

「
使
い
勝
手
の
い
い
労
働

者
」
扱
い
が
目
に
余
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
労
働

者
・
労
働
組
合
の
益
々
の

国
際
連
帯
・
共
闘
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
提

起
さ
れ
た
。 

 

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
連
合
新

潟
の
江
花
会
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て

行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の

弁
護
士
・
中
野
麻
美
氏
、

衆
議
院
議
員
・
西
村
智
奈

美
氏
、
獨
協
大
学
教
授
・

森
永
卓
郎
氏
、
連
合
本
部

事
務
局
長
・
古
賀
伸
明
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な

活
動
の
視
点
か
ら
「
デ
ィ 

ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
求

め
て
」
に
沿
っ
た
活
動
報

告
と
問
題
提
起
が
な
さ
れ

た
。
中
野
氏
は
、
際
限
な

く
買
い
叩
か
れ
る
派
遣
労

働
者
の
実
態
、
西
村
氏
か

ら
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

を
求
め
る
運
動
か
ら
今
日

ま
で
の
問
題
点
に
つ
い
て 

森
永
氏
か
ら
は
、
フ
リ
ー

タ
ー
が
、
人
間
ら
し
い
生

活
か
ら
か
け
離
れ
た
暮
ら

し
方
が
強
い
ら
れ
て
い
る

現
実
報
告
が
赤
裸
々
に
伝

Ｇ８労働大臣会合・労組プレイベント 

｢ディーセント･ワークを求めて｣ 
講演とパネルディスカッション開催 
内容ある講演・討議に満場の拍手で連帯 

  

五
月
十
一
日(

日)

か
ら
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
労
働
大

臣
会
合
を
前
に
、
連
合
・
連
合
新
潟
が
主
催
し
て
労

組
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
求

め
て
」
が
有
意
義
な
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
。 

中越高齢協 

第９回定期総会のご案内 
日時 ５月23日(金)13:30～ 

会場 高齢者センターけさじろ 

議題 一般活動報告、活動方 

   針･予算･役員選出等 

連合中越 

 リニューアルＨ･Ｐのご案内 
ホーム 

組織紹介－地協役員－支部紹介－組合紹介－ 

      ＳＪネット－中越高齢協 

活動紹介－過去活動 

        －機関紙「れんごう中越地協」 

活動予定－事業案内－会議予定－市民活動紹介 

リンク－連合関係－政党･議員関係－ＮＰＯ関係 

    連合新潟･連合本部の各資料･データ関係 

    資料情報満載 

メール－連合中越へ一直線でメール 

ｈｔｔｐ://ｔｙｕｕｅｔｕ.ｎｅｔ/ 

ス
ト
ッ
プ･

ザ
格
差
是
正 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開 

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
救
援
米
運
動 

泥
ん
こ
田
植
え
を
元
気
に
実
施 

親
子
連
れ･

実
行
委
員
会
五
八
名
が
好
天
の
中
で
手
植
え
作
業 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
出
来
ち
ゃ
っ
た
！ 

叱
る
母
親 

身
に
覚
え
）
（
気
に
す
る
は 

昼
と
退
社
の 

時
間
だ
け)

（
向
き
変
え
て 

も
う
一
度
乗
る 

体
重
計
）
（
飲
む
打
つ
買
う 

昔
は
殿
方 

今
ご
婦
人
） 
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連合栃尾支部だより 連合見附支部だより 

 

第３３回連合中越 

勤労者ゆとり釣魚大会「キス釣り」のご案内 

開 催 日 ６月１日(日) 
会  場 柿崎中央海水浴場 

集 合 地 上記 駐車場 

受付時刻 午前４時４０分から 

開会時刻 午前５時 

切上時刻 午前11時 

対象魚族 キス一本(雑魚大物賞あり) 
漁    法 投げ釣り(竿は２本まで) 
参 加 費 １，０００円 

申込締切 ５月２７日(火)18:00迄 
※参加者全員に賞品あり 

主 催 勤労者ゆとり釣魚大会実行委員会 
事務局 連合中越 電話    0258-24-0515 
                                 FAX    0258-24-8930 

申込方法 各産別窓口責任者、各単組窓口責任者、 

     直接：連合中越事務局 

     市内釣具店(三浦釣具店様、今徳釣具店様 

          神保(大島)釣具店様) 

 栃尾支部内の職場紹介としてＪＰ労組の紹介をします。 

 昨年10月以降、栃尾地域では郵便局は２つの会社に別れ、

局会社と郵便事業会社の二つの事業所になりました。それに

伴い、分会も２分会に分かれて活動しています。 

 局分会は分会長･佐藤和明、書記長･石黒忠晴、書記次長･

駒形泰嗣、支店分会は分会長･倉重保也、書記長･坂井益雄、

書記次長･佐藤敏光で活動をしています。 

 ５月２５日には、栃尾泉にあります「いずみ苑」において

近年園内の草取りと車椅子清掃を行っています。このボラン

ティア活動には長岡周辺の組合員からも協力していただいて

４０人前後で実施しています。今年も大勢の参加を得て、盛

り上げたいと思います。 

 連合見附支部は、３月にスタートした「ながおかライフ
サポートセンター見附事務所」の側面支援に力を入れて活
動しています。 
 見附のライフサポートセンターは「ながおかＬＳＣのサ
テライト的位置付」であることから財政措置の限界があり
事務局の補強態勢が不可欠となっています。また、見附地
域で生活に密着した市民活動を創造していくことなどを念
頭にして、４月に「見附元気助け合いの会」が設立されま
した。この会は、連合組合員ＯＢを中心にして設立され、
会の趣旨ＰＲと会員拡大が運動として進められています。
活動としてはＬＳＣ見附事務所のチラシ配布の応援を行う
ことになりました。退職者パワーが大いに発揮されること
が期待されます。 
 支部活動としても、見附市内の一定の地域を担当してＬ
ＳＣ見附事務所のＰＲチラシ配布行動を展開することと
なっています。 




